
『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。

世帯数 （+  1）32,321

総　数 （－54）95,184 人

男 （－35）47,057 人

女 （－19）48,127 人

世帯

H22.1.31現在　※（　）内は前月比
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後 記

このコーナーでは市内の

保育園、幼稚園、小中学校の

児童・生徒が描いた絵を順次

紹介していきます。

こうか

甲賀市の人口の推移

　先月、市内にも本格的に雪が積もりました。雪が積もる
と、雪かきをしたり、自動車の運転に神経を使ったり、そし
て何より寒くて個人的にはあまり好きではありません。取

材を予定していた行事も中止となり、一面の銀世界がかなり恨めしく
感じました。
　そんな中、雪が降るとたくさんの子どもたちが公園で雪遊びをして
いると聞いたことを思い出し、楽しい様子が撮れればと出かけてみま
した。広い公園では、子どもたちの歓声とともにあらゆる雪遊びが繰り
広げられ、寒さ関係なしの子どもたちに圧倒されました。
　この季節しか味わうことができない雪遊びですが、雪が少なくなっ
たといわれる近年、これらの遊びは貴重なものになりつつあり少しか
わいそうです。
　寒さに震えながらの撮影でしたが、子どもたちの本当に楽しそうな
表情を見ていると、もう少し降ってもいいかなという気がしました。ち
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「広報あい こうか」がホームページでも
ご覧いただけます！
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▲ 親子食育講座で味噌を作る親子（関連記事は１０ページ）
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水口歴史民俗資料館
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　東海道土山宿の古い町並みの景観を生かし、東海道、
宿をテーマにした展示をしています。中でも京人形100
体で再現した大名行列や、歌川広重の「東海道五十三次」
の浮世絵を盆景として表現した作品は必見。街道文化に
ちなんだ展示、体験コーナーもあります。

開館時間／9時〜17時（月、火休館）　入館無料
☎／  66‐2770 
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を
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街道文化の情報を発信

市
内
の

資
料
館

曳山が常設展示

　水口地域の考古資料や東海道水口宿に関する資料、水口地域の祭
礼行事等を紹介しています。
　特に、曳山展示室では、水口曳山祭で巡行する曳山を1基展示して
います。この曳山は、毎年交替で展示されるため、1年ごとに違った
曳山を見ることができます。

開館時間 ／10時〜17時（木、金休館）
入館料 ／�大人150円、小中学生80円 （水口城資料館との共通券有）
☎ 62‐7141　  63‐4737　

他
に
も

東海道伝馬館

▲水口囃子が流れる館内の曳山
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　市では、快適なまちづくりのため、都市計画
審議会を設置しています。この審議会は、都市
計画の事項を定めるとき、行政だけで判断する
のではなく、市民の方にも調査審議をお願いす
るために設置しているものです。
　今回、委員としてご活躍いただける方を次の
とおり募集します。
■応募資格
　�市内に在住または在勤の、満20歳以上（平成

22年4月1日現在）の方。ただし、国、地方公共
団体の議員、常勤の公務員および市が設置し
ている他の審議会等の委員を委嘱されてい
る方は応募できません。

■募集人数　2名以内
■委員の職務
　�都市計画法の規定に基づき、その権限に属さ

れた事項および市長の諮問に応じ、市が定め
る都市計画に関する事項について、調査、審
議を行っていただきます。

　�審議会の開催は、年2回程度を予定していま
す。会議へ出席していただいたときは、規定
の報酬および費用弁償をお支払いします。

■委員の任期
　�委嘱の日（平成22年4月1日を予定）から平成

24年3月31日まで
■応募方法
　�応募書類に必要事項を記入の上、郵送、FAX、

Eメール、ご持参のいずれかで都市計画課も
しくは各支所に提出してください。

■応募書類
　①甲賀市都市計画審議会委員応募書
　　※�市ホームページからダウンロードもで

きます。
　②�次のテーマについて、800字程度にまとめ

た意見書
　　【テーマ】これからの都市計画について
　　（意見書の様式は特に定めていません）
■応募締切　3月15日（月）

　委員は、選考会議で決定し、その結果は本人
にお知らせします。なお、提出いただいた応募
書と意見書はお返ししませんので、ご了承くだ
さい。

　　　　　　　　　　都市計画課  都市計画担当
〒528-8502　水口町水口6053番地
☎ 65‐0719　  63‐4601
Eメール  koka281000@city.koka.lg.jp

提出先・問い合わせ

都市計画審議会
委員の募集
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▲実際に使われた民具が展示

▲盆景が並ぶ展示室

東海道伝馬館

昔
の
暮
ら
し
を

　

 

実
物
で
紹
介

甲南ふれあいの館
　 か つ て 甲 南 地 域 で 作 ら れ て い た

「前
まえびきのこ

挽鋸」とその製造用具や、農具をはじ
めとする生活民具を展示、昔の暮らしを
再現しています。また、わら仕事や昔の
遊びなどを再現した「なつかしの体験教
室」も開催しています。

開館時間 ／10時〜17時（月、火休館） 
入館無料
☎／  86‐7551 
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　今回、最初に訪問させていた
だいたのは、「コミュニティカ
フェ・アプリコット」です。この
カフェは、NPO法人「育児ひろ
ばアプリコット」が、子育て奮
闘中のママに、ほっとできる場
を、と始められたものです。育
児中の保護者の方が子ども連
れでも気軽に立ち寄れるカ
フェを作ろうと計画、商店街
の空き店舗を改修し営業さ
れています。

　

市
で
は
、現
場
を
大
切
に
し
た
市
政
運
営
を
進
め
る
た
め
に
、様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま

す
。市
長
ぐ
る
っ
ト
ー
ク
も
そ
の
一
つ
で
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
く
大
切
な
機
会
で
す
。

　

今
回
で
20
回
目
を
数
え
た
市
長
ぐ
る
っ
ト
ー
ク
は
、2
月
15
日
に
実
施
、市
内
3
か
所
を
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第 　　 回20

空き店舗を改修、
育児支援サークルの　　　に
コミュニティカフェ・アプリコット

拠点

　今回、お伺いしたときにもお母さんた
ちが子どもさんを連れてご来店されて
おり、楽しい時間を過ごされていまし
た。限られた時間ではありましたが、ア
プリコットの活動や、ご来店のお母さん
から育児についてのお話などを聞かせ
ていただきました。
　なおカフェの営業時間など詳しく
は、本紙11月1日号のまちかど特派員の
ページでご紹介しています。

▲憩いの場での団らん

▲代表の鹿
しかた
田さんから説明を聞く中嶋市長

▲ベビーベッドも完備されています
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　水口地域で活動中の子育て支援サーク
ルに続き、土山地域の放課後児童クラブ

「土山かしきや児童クラブ」に寄せていた
だきました。
　現在、市内各地域では、学校が終わって
からの放課後の時間、保護者の仕事の関
係などから、家が留守になる子どもたち
を、地域みんなで守り育てる取り組みを
いただいています。今回訪問させていた
だいた土山かしきや児童クラブもその一
つで、開設から10年が経過しました。

　今回は、地元の小山区長さんらにご案内いただき、事業にかけ
る地域の熱いお気持ちを聞かせていただきました。
　また区長さんらから聞かせていただいた地域の方の大変なボ
ランティア活動に市長も驚き、地域の絆やつながりの強さが本
事業を成功へと導いたと感心していました。
　今後、同施設は、地域の情報や当市の情報が発信される場とし
て、また地域住民の方のコミュニティの場となることに各方面
から期待が寄せられています。

町屋風古民家を改修、文化の伝承と
地域　　　　　　　　の場に
つどい・ふれあう活動拠点　扇屋と落合館
コミュニティ

▲

旧
東
海
道
に
マ
ッ
チ
し
た
外
観

　最後に訪問させていただいたのは、旧東海
道土山宿の街道に整備中の「つどい・ふれあ
う活動拠点　扇屋と落合館」です。
　この施設は、土山町北東区の方が、住民の
高齢化や商店の閉店が進み地域の活力が弱
くなりつつあることから、街道沿いの町屋風
古民家を購入、改修して地域の活性化をめざ
そうと整備されたものです。

▲▲地域の方から説明を
　　聞く中嶋市長

元
気
な
子
ど
も
の 　
　
　

あ
ふ
れ
る

地
域
づ
く
り
へ

土
山
か
し
き
や
児
童
ク
ラ
ブ

笑
顔　かしきや児童クラブには、現在、8人の児童が

通っており、地域の皆さんの温かい気持ちに支
えられています。中嶋市長が訪問させていただ
いたときには、子どもたちはまだ帰っていませ
んでしたが、しばらくすると「ただいまー」の元
気な声。早速市長の横で宿題を済ませ、一緒に記
念撮影。健やかに成長する子どもたちに市長も
目を細めていました。

▲熱心に宿題に取り
組む児童

▲

宿
題
の
あ
と
少
し
お
し
ゃ
べ
り

▲ただいまーと元気にあいさつ
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南パーキングエリアで、地元特産の黒影米を使っ
たライスバーガー「忍者バーガー」が発売されま
した。

　同PAでは、「地元に根付いた食」をテーマに、地元のいろ
んな商品を販売しています。新メニュー忍者バーガーは、甲
南高校のクラブ「食と健康系列」13名の皆さんの提案により
開発されたものを同PAが商品化したもの。その昔、忍
者が食べていたかも知れないといわれる黒影米に
あっさりとした鶏ミンチ肉を使用した具をはさん
でいます。
　価格はミニサラダとスープとのセットで500円
で、当初はPA上りのみで1日限定10食の販売です。

　市内には、恵まれた自然を生かした自慢の
特産品が多くあります。地域に定着する伝統
の味は格別ですが、地元の食材を使い、地域な
らではのアレンジがされた食べ物も人気を
集めています。ここでは、今注目の、甲賀でし
か食べられない「米粉たい焼き」と「忍者バー
ガー」をご紹介します。

元産の、甘みとねばりとこくのあるもち
米を使った製品を販売する甲賀もちふ
る里館。

　ここでは、「お米の新しい食べ方に挑戦」と工夫を
凝らした米製品を販売しています。米粉たい焼

きもそんな製品の一つ。小麦粉の代わりに米の
粉を使用したたい焼きは、材料の調合に試行錯
誤を重ねて作り上げたもの。米粉のもっちり、

しっとり感に、パリッとした食感が加わる新食感
のたい焼きです。中でもウィンナー、ベーコン、ゆで
玉子などが入った「朝食たい焼き」は、朝食の代わり
になると人気を呼んでいます。
　価格は120円〜160円で同館にて販売しています。

甲南パーキングエリア（㈱忍者の里甲南）
☎ 86‐8188　  86‐8303

問い合わせ

黒影米を使ったヘルシーバーガー

甲

地

甲賀もちふる里館（甲賀もち工房）
☎／  88‐5841

問い合わせ忍者バーガー

外はパリッ、中はもっちり

米粉たい焼き

ここにしかない
味

ご当地グルメ

� もちもちの
食感が特徴の
忍者バーガー

生地と具
材との

相性抜群
の

朝食たい
焼き
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ふるさとの味を次世代へ

　

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
で
、1
月
31
日
、こ
ど
も

芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
芸
能
や
文
化

の
発
展
の
た
め
頑
張
る
子
ど
も
た
ち
10
グ
ル
ー
プ
約

1
4
0
人
が
出
演
し
、日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
と
音
で
構
成
さ
れ
る
和
太

鼓
や
、優
美
な
舞
踊
、三
曲
な
ど
、華
や
か
な
舞
台
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、伝
統
文
化
を
継
承
す
る
子
ど
も
た
ち
の

熱
演
に
、会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま

し
た
。

　甲南町稗谷地域で、地元特産品を加工する施設「日枝
菜工房」が開所しました。
　同工房は、地域の特産品を次世代につなげるために
立ち上げた「日枝菜クラブ」の皆さんの漬物加工施設。
日の菜など稗谷地域で採れる野菜を、地域のベテラン
母さんが、経験、知恵を生かし、手づくりでお漬物に加
工します。
　1月31日には式典が行われ、地域の方をはじめ、関係
者が集まり、地元の食材を使ったおにぎりと豚汁で開
所を喜びました。

▲空き家を活用した日枝菜工房

▲練習の成果を発表する子ども

こ
ど
も
芸
能

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

伝
統
文
化

　

  
を
熱
演

▲工房で作られるお漬物

〜日
ひ え な

枝菜工房〜
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■山火事の予防
　この季節になると、空気が乾燥した日が続き、各地で山
火事が発生します。
　山火事は年々増加傾向にあり、いったん発生すると消火
が難しく、大規模な火災になる恐れがあります。その原因
のほとんどがハイカーや山林所有者による「たき火」、「タ
バコの不始末」です。火の始末は必ず忘れないようにしま
しょう。
■車両火災の予防
　車両火災なんて頻繁に起きるものじゃないと思っては

いませんか。
　車両は常に燃料という危険物を積み、燃えやすい部品も
多く使用しています。また、炎が上がって車両全体を包ん
でしまうと消火困難になるばかりか、燃料に引火し爆発す
る危険性もあります。
　車両火災の原因として、電気系統がショートしてその火
花で燃え出すケースや、漏れたオイルが排気管にかかって
燃え出すケースなどがあります。これらは日常の点検をき
ちんとしていれば防げるものがほとんどです。日頃から点
検や注意を怠らないようにしてください。

春の火災予防運動　3月1日（月）〜7日（日）

甲賀広域行政組合消防本部予防課	 ☎ 63‐7932　  63‐7940
水口消防署	 ☎ 63‐1119　  63‐7941
水口消防署土山分署	 ☎ 67‐1199　  67‐1700

問い合わせ
甲南消防署	 ☎ 86‐3119　  86‐0719
甲南消防署甲賀分署	 ☎ 88‐7701　  88‐7702
信楽消防署	 ☎ 82‐0119　  82‐3977

　春の全国火災予防運動は、火災予防意識の一層の普及を進め、火災による死傷事故や財産の損失を防ぐことを目的とし
て、毎年この時期に実施しています。
　これからは、空気が乾燥し火災が発生しやすい時季です。この運動を機会に、今一度防火対策について考えてみましょう。

●周りに知らせる
　�大きな声や音を出し、一人で何とかしようとせず周囲

の助けを借りましょう。
●初期消火をする
　消火器を使用しましょう。
　�初期消火の目安は天井に届くまで。無理だと思ったら

すぐに避難してください。

●避難する
　�できるだけ早く家の外に避難し、一度避難したら絶対

に家の中に戻らないでください。
●119番通報は
　�消防からの問いかけに慌てないためにも、まずは落ち

着いて情報を正しく伝えてください。

　携帯電話からも局番なしの119で通報できます。携帯
であることを伝え、通報後は電源を切らないでください。

火災を発見したら…もしもの時の心得

全国統一
防火標語 消えるまで  ゆっくり火の元  にらめっこ

軽
自
動
車
税
の

　

減
免
申
請
受
付

　

軽
自
動
車
税
に
は
、身
体
障
が
い
者
・
精
神
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者
・

戦
傷
病
者
の
方
に
対
す
る
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。減
免
を
受
け
る
場
合

は
、次
の
事
項
に
注
意
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、要
件
に
は
細
か
な
規
定
が
あ
り
、該
当
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成22年度○�

平
成
22
年
4
月
1
日
時
点
で
、自

動
車
検
査
証
上
の
所
有
者
が
障

が
い
者
の
方
本
人
の
軽
自
動
車

○�

身
体
障
が
い
者
が
18
歳
未
満
の

場
合
で
、生
計
同
一
者
が
所
有

す
る
軽
自
動
車

○�

精
神
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い

者
の
場
合
で
、生
計
同
一
者
の

所
有
す
る
軽
自
動
車

○�

障
が
い
者
の
み
の
世
帯
で
構
成

さ
れ
る
た
め
に
、障
が
い
者
の

常
時
介
護
者
が
使
用
す
る
軽
自

動
車

※�

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、手
帳
を
持
つ
人
お
一
人

に
つ
き
、普
通
自
動
車
・
軽
自
動

車
・
バ
イ
ク
の
い
ず
れ
か
1
台

の
み
で
す
。

○
4
月
1
日（
木
）～
5
月
26
日（
水
）

※�

減
免
決
定
ま
で
に
時
間
を
要
す

る
た
め
、申
請
さ
れ
て
も
一
旦

お
支
払
い
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、で
き
る
だ
け
4

月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
期
間
を
過
ぎ
る
と
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

○�

減
免
申
請
書（
税
務
課
お
よ
び

各
支
所
に
備
え
付
け
）

○�

障
害
者
手
帳（
身
体
障
害
者
手

帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、療
育
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳

の
い
ず
れ
か
該
当
す
る
も
の
）

○
主
に
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

○�

該
当
車
両
の
車
検
証

○�

本
人
の
印
鑑

○�

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書（
届

い
て
い
る
場
合
の
み
）

※�「
生
計
同
一
及
び
常
時
介
護
者
」

の
場
合
は
こ
れ
以
外
に
別
途
書

類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
税
務
課
お
よ
び
各
支
所

対
象
車
両

申
請
期
間

持 

ち 

物

申 

請 

先

問
い
合
わ
せ

税
務
課　

市
民
税
係

☎
6
5
-0
6
7
9

 

6
3
-4
5
7
4
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「
私
た
ち
が
決
め
て
、私
た
ち
が
守
る
」を

合
言
葉
に
、み
ん
な
で
育
て
る「
自
主
活
動

セ
ン
タ
ー
き
ず
な
」は
、イ
ベ
ン
ト
の
実
行

委
員
会
や
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、み

ん
な
で
管
理
を
し
な
が
ら
楽
し
く
活
動
す

る
24
時
間
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

　

現
在
は
、自
主
活
動
を
し
て
い
る
32
団
体

が
き
ず
な
を
拠
点
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、自
主
運
営
を
行
う「
自
主
活
動
セ
ン

タ
ー
き
ず
な
運
営
協
議
会
」で
、み
ん
な
が

安
心
で
き
、使
い
や
す
い
ル
ー
ル
を
決
め
た

り
、登
録
団
体
の
交
流
会
を
開
催
す
る
な
ど

活
発
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。　

　

自
由
な
活
動
場
所
を
探
し
て
い
る
団
体

や
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
、一
緒
に「
自
分
た

ち
の
家
」と
し
て
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

●�

甲
賀
市
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
、自
主
的

に
活
動
す
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ（
イ
ベ
ン

ト
の
実
行
委
員
会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
）が
年
間
登
録

を
す
れ
ば
利
用
で
き
ま
す
。

●�

政
治
・
宗
教
・
営
利（
塾
や
教
室
な
ど
）を

目
的
と
し
た
団
体
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●�「
自
分
た
ち
の
家
」で
す
。管
理
人
が
い
ま

せ
ん
の
で
、利
用
団
体
の
自
主
管
理
、自

主
運
営
と
な
り
ま
す
。

●�「
次
に
使
う
人
の
身
に
な
っ
て
」利
用
す

る
の
が
マ
ナ
ー
で
す
。ゴ

ミ
や
タ
バ
コ
の
吸
殻
な

ど
は
す
べ
て
持
ち
帰
り

で
す
。

　

募
集
要
領
・
申
込
書
は
、き
ず
な
・
市
役
所

市
民
活
動
推
進
課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。	

募
集
締
切　

3
月
11
日（
木
）

※�
年
間
登
録
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。年

間
登
録
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

3
月
7
日（
日
）

　
　
　

10
時
〜
12
時

場
所　

自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な

　

も
っ
と
多
く
の
皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
、年
間
登
録
を
し
て
い
な
く
て
も
利

用
で
き
る「
ビ
ジ
タ
ー
利
用
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。

使
用
時
間　

8
時
〜
22
時

利
用
対
象
団
体　

◦�

甲
賀
市
を
活
動
拠
点
と
し
て
自
主
的
に

活
動
す
る
団
体
、グ
ル
ー
プ（
稽
古
事
な

ど
の
団
体
も
利
用
で
き
ま
す
）

◦�

政
治
、宗
教
、営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

※�

使
用
1
か
月
前
か
ら
随
時
利
用
の
受
付

を
し
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル

年
間
登
録
団
体
を
募
集

ビ
ジ
タ
ー
利
用
も
募
集

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な
運
営
協
議
会

☎
／

 

6
3
-7
3
1
0

（
不
在
の
場
合
）

市
役
所
市
民
活
動
推
進
課

☎
6
5
-0
6
8
7　

 

6
3
-4
5
5
4

　女性の健康フェスタin甲賀が2月6日、碧水ホールで開催されました。
　同フェスタは、女性の健康に関する知識の向上、健康課題に関する普
及啓発を図ることを目的に開催されたもの。当日は、女性の健康づくり
をテーマに、医師の講演や、がんの体験談などの話が行われました。
　また、展示・体験コーナーでは、骨密度測定や健康に関する資
料の展示などがあり、参加者は、自分の健康、家族の健康につい
て、改めて考えることができました。

▲大津市民病院医師
　横
よこた
田浩
ひろみ
美さんの講演

パソコンを使った体験コーナー

▲

健康と幸せな生活を願って
〜女性の健康フェスタin甲賀〜

24
時
間
使
え
る
わ
た
し
た
ち
の
ス
ペ
ー
ス

自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な

至京都 至彦根
R1 至名古屋

至土山

水口城南駅水口城南駅

至J
R貴
生川
駅

至
信
楽

碧水ホール

水口郵便局

図書館・資料館

甲賀市役所

あいこうか市民ホール

JAこうか

サントピアスポーツの森
野洲川野洲川

自主活動センター きずな自主活動センター きずな
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た
ち
や
家
族
連
れ
が
た
く
さ
ん
訪
れ
、ソ

リ
す
べ
り
や
雪
合
戦
を
楽
し
み
、冬
の
贈

り
物
を
満
喫
し
ま
し
た
。

地域の民謡を
プロから直伝

節
を
上
手
に
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

　
「
上
達
が
早
く
、立
派
に
歌
え
て
い
ま

す
。」と
成
世
さ
ん
か
ら
も
高
い
評
価
。楽

し
く
学
ぶ

こ
と
が
で

き
た
地
域

の
民
謡

は
、
こ
れ

か
ら
も
大

切
に
歌
い

継
が
れ
る

こ
と
で

し
ょ
う
。

域
に
伝
わ
る
民
謡
を
学
ぶ
鈴
鹿

馬
子
唄
学
習
塾
が
、2
月
2
日

～
4
日
、土
山
地
域
の
小
・
中
学
校
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

同
学
習
塾
は
、土
山
地
域
に
伝
わ
る

鈴
鹿
馬
子
唄
の
良
さ
を
知
り
、次
世
代

へ
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
、今
年
で
12
回
目
を
迎
え
ま
す
。今
年

も
プ
ロ
民
謡
歌
手
の
成な

る
せ
し
ょ
う
へ
い

世
昌
平
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、鈴
鹿
馬
子
唄
の
由
来
や

歌
い
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

成
世
さ
ん
の
分
か
り
や
す
く
親
し

み
や
す
い
歌
唱
指
導
の
中
、児
童
・
生
徒

は
、尺
八
の
音
に
あ
わ
せ
て
馬
子
唄
の

～
親
子
食
育
講
座
～

お
味
噌
つ
く
り
に
挑
戦

元
産
の
大
豆
を
使
っ
た
お
味
噌
つ
く
り
が
2
月

15
日
、か
え
で
会
館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
場
農
産
物
を
知
っ
て
も
ら
い
、そ
の
食
材
の
お
い

し
さ
、つ
く
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
行
わ

れ
た
同
講
座
。こ
の
日
は
、市
内
の
親
子
10
組
が
参
加
、

つ
ぶ
し
た
大
豆
と
麹
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
作
業
か
ら
、そ

れ
を
丸
く
握
り
、容
器
に
詰
め
る
作
業
ま
で
を
親
子
で

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

作
業
は
、意
外
と
力
が
要
り
、悪
戦
苦
闘
の
皆
さ
ん
で

し
た
が
、親
子
で
力
を
合
わ
せ
楽
し
く
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

容
器
一
杯
に
詰
め
た
お
味
噌
は
半
年
以
上
熟
成
さ
せ

て
完
成
、親
子
で
作
っ
た
お
味
噌
の
で
き
あ
が
り
が
待

ち
遠
し
い
様
子
で
し
た
。

地

地

市内にゲレンデが出現

月
6
日
、こ
の
冬
一
番
の
寒
気

が
流
れ
込
み
、一
日
中
雪
が
降

り
積
も
る
日
と
な
り
ま
し
た
。市
内
で

も
多
い
と
こ
ろ
で
は
20
～
30
㎝
の
積
雪

が
あ
り
、日
程
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

　

翌
日
、市
内
は
一
面
が
銀
世
界
。中
で

も
、あ
い
の
丘
文
化
公
園
や
、鹿
深
夢
の

森
な
ど
の
公
園
で
は
、広
場
の
傾
斜
を

利
用
し
た
ま
る
で
ス
キ
ー
場
そ
の
も
の

の
ゲ
レ
ン
デ
が
出
現
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
日
曜
日
と
も
あ
っ
て
、公

園
に
は
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
を
着
た
子
ど
も

2
～鈴鹿馬子唄学習塾～～あいの丘文化公園ほか～

▲�ソリすべりを楽しむ子ども（あいの丘文化公園） ▲�歌い方を学ぶ児童（土山小）

▲�力を合わせてお味噌づくり
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GENKI na MACHIKADO

甲賀流なかよしの術学ぶ

～子ども人権ワークショップ～

子
ど
も
人
権
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
２
月
13
日
、忍
の
里
プ
ラ

ラ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、（
社
）甲
賀
・
湖
南
人
権
セ
ン
タ
ー

主
催
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
。参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、ク
ラ

ウ
ン（
道
化
師
）コ
ン
ビ
の
カ
ッ
シ
ー
く
ん
と
ま
ま
れ
ち
ゃ
ん
の

奇
想
天
外
な
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト

や
、ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
Ｏお

Ｇじ

Ｇじ

さ
ん
の
歌
を
交
え
て
の
遊
び

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
全
員
に
甲

賀
流
な
か
よ
し
の
術
の
巻
物

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
、子
ど
も
た
ち

は
、友
達
と
一
緒
に
笑
う
こ

と
、楽
し
む
こ
と
を
通
じ
て
交

流
を
深
め
、仲
良
く
な
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。　素材の持つやさしさ、あたたかさが魅力の木工細

工。伝統工芸としても古くから親しまれ、昔も今も
生活に華を添えています。
　そんな木工細工を、地元産の杉や欅

けやき

を使い、いろ
んな要素を取り入れたオリジナル作品として制作
される岡田吉次さん。「木には、他の素材にはない独
特のぬくもりがあり、周囲の空気を和ます力があり
ます。」と話す岡田さんの作品は、空間を意識したモ
ダンアートという芸術の表現方法で制作されるも
の。小物や家具、オブジェなど作品すべてにやわら
かい木のあたたかさを感じることができます。
　また、「生

せい

立
た ち き

木染
ぞめ

」という、成木時に養分と一緒に
染料を木自身が吸い上げ、木材内部を染色する手法
にも取り組まれています。この自然がつくる芸術
は、同じ模様が一つもなく、透明感のある鮮やかな
色合いが美しいものです。木が模様を作るため、思
い通りにいかないことも多く、木工に使われること
は非常に珍しいものだそうです。
　「土山には、自然が豊かという「地の利」がありま
す。普段は意識していませんが、今の自分の環境は、
創作活動をする上で大変恵まれた環境だと思いま
す。これからも地域の素材を生かしながら、アート
いう分野の中で、身近なものを作っていければと思
います。」と岡田さん。
　全国各地で展示会を開催されている岡田さんで
すが、これから
もあたたかい作
品が癒しの空間
を演出すること
でしょう。

地元木材を使い空間を演出

フジ篭つくりを体験

～甲南ふれあいの館・なつかしの体験教室〜

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館
で
２
月
14
日
、フ
ジ
篭
つ
く
り
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

素
朴
な
風
合
い
と
個
性
的
な
形
が
印
象
的
で
古
く
か
ら
工

芸
品
と
し
て
人
気
が
あ
る
フ
ジ
篭
。今
回
は
、手
づ
く
り
の
体

験
が
で
き
る
と
あ
っ
て
、た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
フ
ジ
篭
つ

く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

民
具
友
の
会
の
皆
さ
ん
の
指

導
に
よ
り
行
わ
れ
た
体
験
、意

外
と
硬
い
フ
ジ
づ
る
に
、最
初

は
皆
さ
ん
苦
労
を
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
が
、コ
ツ
を
つ
か
む

と
驚
く
ほ
ど
う
ま
く
編
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。参
加
者
の

皆
さ
ん
は
、自
由
な
発
想
で
思

い
思
い
に
世
界
に
一
つ
の
フ
ジ

篭
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

▲�民具友の会の方から編み方を習う参加者

▲�笑いと驚きいっぱいのアクロバット

▲�あたたかさを感じる岡田さんの作品

木
工
作
家

岡お

か

だ田　

吉き

ち

じ次
さ
ん

（
土
山
町
黒
川
）
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保健介護課　介護保険担当　☎ 65‐0699・0697　  63-4085問い合わせ

日頃の生活習慣を
　　　　見直し、予防を
市では、要支援1から要介護5までの介護認定を受けている方

が、2,947人（平成21年3月末時点）おられます。
　認定を受けられた方の疾病で一番多い病名は認知症です。次いで多いのが、脳梗
塞・脳出血等の脳血管疾患で3番目が高血圧症となっています。
　脳血管性認知症※や脳梗塞・脳出血、高血圧症の発症は日頃の生活習慣が大きく関
係しています。
　いつまでも自分らしく元気な暮らしを送るため、適度な運動とバランスの良い食
事、積極的に地域の活動や催しなどに参加するなど、日頃の生活習慣を見直し、予
防をしていきましょう。

　　※　�脳血管性認知症とは、脳梗塞、脳出血、脳動脈硬化などのために、脳の神経細胞に栄養や酸
素が行き渡らなくなり、その結果その部分の神経細胞が死んだり、神経のネットワークが壊
れてしまう認知症です。

　

滋
賀
県
屈
指
の
古
墳
時

代
の
大
規
模
な
集
落
跡
で
、

全
国
的
に
も
貴
重
な
大
型

倉
庫
建
物
群
が
発
見
さ
れ

た
植
遺
跡
が
、昨
年
11
月
に

県
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

植
遺
跡
は
水
口
町
植
地

先
に
あ
り
、平
成
13
・
14
年

度
に
実
施
さ
れ
た
県
営
ほ

場
整
備
事
業
に
先
立
つ
発

掘
調
査
で
、古
墳
時
代
中
期

の
大
型
倉
庫
建
物
群
が
発
見
さ
れ
て
注
目

を
集
め
ま
し
た
。現
在
は
、遺
跡
の
主
要
部

分
が
農
村
公
園
等
と
し
て
地
下
に
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

発
見
さ
れ
た
大
型
倉
庫
建
物
群
は
、当
時

の
一
般
的
な
倉
庫
建
物
の
2
～
3
倍
も
の

規
模
を
持
つ
3
棟
が
一
列
に
軒
を
連
ね
て

建
て
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、発
掘
調
査
で
見

つ
か
っ
た
柱
穴
の
位
置
か
ら
図
の
よ
う
な

建
物
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
倉
庫
建
物
は
全
国
で
5
例

し
か
な
く
、い
ず
れ
も
大
和
王
権
や
そ
の
傘

下
の
有
力
豪
族
が
営
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、植
遺
跡
の
倉
庫
群
も
、こ
の
地
域

一
帯
を
支
配
し
た
豪
族
が
そ
の
権
力
と
経

済
力
、さ
ら
に
は
大
和
王
権
と
の
関
係
を
誇

示
し
た
施
設
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

植
遺
跡
の
近
く
に
は
豪
華
な
副
葬
品
が

出
土
し
た
泉
塚
越
古
墳
も
あ
り
、大
和
王
権

と
も
関
わ
り
を
持
つ
有
力
な
古
代
豪
族
の

存
在
と
、こ
の
地
域
の
重
要
性
を
こ
れ
ら
の

遺
跡
は
伝
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
指
定
は
、植
遺
跡
が
甲
賀
市
だ
け

で
は
な
く
滋
賀
県
の
歴
史
を
考
え
る
上
で

重
要
で
あ
り
、古
墳
時
代
の
地
方
豪
族
と
大

和
王
権
と
の
関
係
を
知
る
上
で
も
貴
重
な

遺
跡
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

市
が
誇
る
歴
史
資
産
が
、今
後
は
滋
賀
県
の

史
跡
と
し
て
大
切
に
未
来
へ
と
継
承
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

水口町植
う え

遺跡が
県指定史跡に

▲�植遺跡建物イメージ図
　（神

じんぼ
保忠
ただひろ
宏氏作図）

介護度 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計
人数 292 337 505 481 503 436 393 2,947

平成21年3月末時点　介護保険事業状況報告より

要介護(要支援）認定者数（2号被保険者も含む）

認知症
20%

脳出血・脳梗塞
19%

高血圧症
13%

骨折　6%

関節炎　5%

その他の疾患
37%

平成20年度審査案件結果より

認定審査会対象者の主な疾病割合

介 護
予 防
はじめま

しょう
を

歴
史
文
化
財
課　

埋
蔵
文
化
財
係

☎
8
6-

8
0
2
6　

 

8
6-

8
2
1
6

問
い
合
わ
せ

甲
賀
市
の

　
　

文
化
財
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～身近な甲賀の自然から、興味深い話題を紹介します～

甲賀 自然の
！見発

　スギはまっすぐに伸びる木ということから名前がつ
いたといわれています。日本特産の常緑針葉樹で、日本
では最も大きくなる長寿の木です。樹齢千年を超える木
があるという屋久島に自生するヤクスギをはじめとし
て、各地の神社の御神木にもなっている名木、巨樹が数
多くあります。
　甲賀市には甲南町岩尾池の一本杉（県指定自然記念
物）、磯尾の岩附神社の夫婦スギや、上馬杉の油日神社、
信楽町宮尻の大宮神社、土山町前野の滝樹神社、北土山
の永雲寺、黒滝の惣王神社等たくさんのスギの名木があ
り、大切に見守られています。
　スギは木材として建築材、器具類、土木、船舶材や酒樽
などの広い用途があり、また樹皮は屋根ふきに、枝葉は
線香の原料にと生活にかかせない木として、長い間親し
まれてきました。有用な木として古くから各地で植林さ
れ、人工林では最も多く植えられている樹木です。縄文
時代から身近な木であったスギは、各地の遺跡から丸木
舟や柱、水田などの矢板として出土しています。

　スギは2～3月に花が咲きますが、雄花は小枝の先にか
たまってつきます。1つのおしべの中に約3千個もの花粉
がつくられ、1本の木から大量の花粉が飛散しますので、
花粉症をひきおこし、この時期、辛い思いをされる方が
増えています。花粉の飛散量は、雄花が育つ前年の夏の
日照時間の多少
で決まります。
　手入れされた
林の美しさ、尊
敬の念さえわく
巨樹。スギは身
近で有用な甲賀
の木です。

1日㈪、8日㈪、15日㈪、23日㈫、29日㈪
3月の休園日

 みなくち子どもの森自然館
☎ 63-6712　  63-0466
問い合わせ

甲賀市の木―スギ第12回

▲�スギの実（左）と雄花

 農業振興課　鳥獣害対策係　☎ 65-0734　  63-4592問い合わせ

●
多
面
的
効
果
の
あ
る
牛
放
牧

　

近
年
、耕
作
放
棄
地
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、野
生
獣
に
と
っ

て
の
す
み
か
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、牛
の
放
牧
に
よ
り

耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る
取

り
組
み
が
全
国
的
に
広
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

農
地
や
耕
作
放
棄
地
で
放

牧
す
る
こ
と
に
よ
り
草
を
食

べ
、『
舌
』草
刈
り
を
し
て
く
れ

ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、人
が

草
刈
り
を
す
る
手
間
が
省
け

る
だ
け
で
な
く
、牛
が
草
を
食

べ
る
こ
と
で
見
通
し
が
よ
く

な
る
こ
と
か
ら
、獣
害
対
策
に

も
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
市
内
で
の
実
施
例

　

甲
賀
町
相
模
地
区
で
は
、昨

年
8
月
か
ら
11
月
ま
で
、耕
作

放
棄
地
約
1
・
4
ha
に
お
い
て

和
牛
2
頭
の
放
牧
が
行
わ
れ
ま

し
た
。牛
は
滋
賀
県
畜
産
技
術

振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
無
償
貸
与

さ
れ
、周
囲
の
電
気
牧
柵
等
設

置
作
業
は
甲
賀
地
域
獣
害
対
策

協
議
会
と「
相
模
丸
ご
と
保
全

隊
」が
協
同
で
行
い
、放
牧
期
間

中
の
水
や
補
助
飼
料
の
補
給
は

保
全
隊
が
行
い
ま
し
た
。

　

放
牧
を
行
っ
て
以
降
、以
前

の
よ
う
な
野
生
獣
に
よ
る
近

隣
の
被
害
は
激
減
す
る
と
と
も

に
、牛
と
ふ
れ
あ
う
地
域
の
憩

い
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

シ
カ
の
個
体
数
調
整
を
実
施

　

農
林
業
被
害
の
軽
減
を
図
る

た
め
、関
係
機
関
の
協
力
の
も

と
、昨
年
4
月
1
日
か
ら
11
月
14

日
ま
で
の
許
可
期
間
内
に
お
い

て
実
施
し
、4
9
4
頭
を
捕
獲
し

ま
し
た
。今
年
も
実
施
し
ま
す
の

で
、ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
捕
獲
期
間

　

3
月
16
日
～
11
月
14
日

▲�耕作放棄地に放たれる放牧牛の様子
　（相模地区）

今回は獣害対策としての牛放牧について
紹介します鳥獣害対策ニュース 23No.
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こ 特派員のペー
うかまちかど

ジ
こうか
まちかど特派員

金
か ね だ

田　貴
た か こ

子

心
和
む
音
楽
、
心
躍
る
音
楽
、

参
加
型
の
音
楽
は
い
か
が
で
す
か

　

こ
れ
ま
で
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
等

で
「
車
椅
子
レ
ク
ダ
ン
ス
」
の
文
字

は
見
か
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
今
回
初
め
て
実
際
に
ダ
ン
ス
を

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

私
が
会
場
に
行
く
と
、
す
で
に
何

人
か
の
メ
ン
バ
ー
の
方
が
テ
キ
パ
キ

と
準
備
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
、

空
気
入
れ
で
適
度
に
タ
イ
ヤ
の
調
子

を
整
え
て
か
ら
レ
ッ
ス
ン
に
臨
ま
れ

ま
す
。

　

聴
い
た
こ
と
が
あ
る
方
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
「
オ
ク
ラ
ホ
マ
ミ
キ
サ

ー
」
を
始
め
、「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」「
四

季
の
う
た
」
な
ど
様
々
な
曲
が
流
れ

る
と
次
々
ダ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。
車
椅
子
を
使
用
さ
れ
る
方
と

健
常
者
の
方
と
が
ペ
ア
の
想
定
な
の

で
大
き
く
移
動
す
る
こ
と
は
少
な
い

の
で
す
が
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
車

椅
子
を
操
る
の
は
コ
ツ
が
必
要
な
よ

う
で
す
。

　

し
ば
ら
く
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
「
一
度
体
験
を
ど
う
ぞ
!
」

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
年
齢
を
重
ね
て
く
る
と
人

と
手
を
つ
な
ぐ
と
い
う
こ
と
が
少
な

く
な
り
、
改
め
て
人
の
手
の
暖
か
さ

に
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
向
か

い
合
っ
て
目
と
目
を
合
わ
せ
ニ
ッ
コ

リ
微
笑
ま
れ
る
と
自
然
と
こ
ち
ら
も

笑
顔
に
な
り
ま
す
。
曲
に
乗
り
車
椅

子
が
動
く
と
、
そ
れ
は
楽
し
い
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

車
椅
子
の
使
用
に
あ
た
っ
て
も
注

意
点
が
あ
り
、
初
め
て
の
方
に
も
細

か
く
行
き
届
い
た
指
導
を
基
本
に
、

そ
れ
か
ら
ダ
ン
ス
を
始
め
る
こ
と
に

な
る
そ
う
で
す
。

　

代
表
の
藤
丸
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。
正
式
名
称
は
「
車
椅
子
レ

ク
ダ
ン
ス
普
及
会
」
と
い
い
、
全
国
的
、

世
界
的
な
組
織
に
発
展
し
て
お
り
、
社

交
ダ
ン
ス
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
多
く
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ど
こ
か
で

ご
覧
に
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
参
加
さ

れ
る
機
会
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
メ

ン
バ
ー
の
方
の
軽
や
か
な
ス
テ
ッ
プ
と

素
敵
な
笑
顔
と
と
も
に
、
心
と
心
が
つ

な
が
る
ダ
ン
ス
に
ど
う
ぞ
酔
い
し
れ
て

く
だ
さ
い
。

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
こ
と
は
と
て
も
楽
し
く
気
持
ち
が
い
い
も
の
で
す
。
ダ
ン
ス
に
は
競
技
と
し
て

技
を
競
い
合
う
も
の
か
ら
、レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
楽
し
む
も
の
ま
で
い
ろ
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

障
が
い
を
持
っ
た
方
と
健
常
者
が
手
を
取
り
合
っ
て
踊
る
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
、
と
い
う
真
心
の
こ
も
っ
た

ダ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
市
内
で
活
動
を
続
け
て
い
る
車
椅
子
レ
ク
ダ
ン
ス
普
及
会
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲熱心にレッスンされる藤丸さん（右）と会員の皆さん

心と心がつながる楽しいダンス ▲▲
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使用料の詳細や、お申し込みは、各施設までお願いします。

農業振興課　農政係　☎ 65‐0711　  63‐4592問い合わせ

農林業施設の使用料変更のお知らせ

施　設 室 使用料（1時間当たり）

甲賀農村環境
改善センター

多目的ホール 1,800円
和室 300円
視聴覚室 300円
農事研修室 300円
農産加工室 300円
農事相談室 200円

甲南農村環境
改善センター

大会議室 700円
実習室 500円
農業情報資料室 400円
和室 400円
農事研修室 400円

施　設 室 使用料（1時間当たり）

土山開発センター

大集会室 700円
会議室 300円
研修室（1〜4） 300円
和室（1〜3） 300円
調理室 300円

信楽開発センター

大集会室 700円
会議室（A〜E） 300円
会議室（F） 200円
和室 300円
調理実習室 300円

農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー 開 発 セ ン タ ー

　

こ
れ
ま
で
、県
甲
賀
土
木
事
務
所

で
行
わ
れ
て
い
た
、滋
賀
県
屋
外
広

告
物
条
例
に
基
づ
く
、「
屋
外
広
告
物

の
設
置
等
の
許
可
申
請
に
関
す
る
事

務
処
理
」を
4
月
1
日
か
ら
、甲
賀
市

が
行
い
ま
す
。

　

4
月
1
日
以
降
、甲
賀
市
内
の
屋

外
広
告
物
の
手
続
き（
新
規
・
継
続
・

変
更
許
可
、届
出
等
）は
、甲
賀
市
長

あ
て
の
申
請
書
等
に
よ
り
、市
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

許
可
基
準
、手
数
料
等
は
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、手
数
料
を
滋
賀
県
収
入

証
紙
で
納
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
県
よ
り
許
可
を
受
け
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、期
限
満
了
ま

で
有
効
で
す
。

　

な
お
、屋
外
広
告
業
に
関
す
る
こ

と
は
、従
来
ど
お
り
県
が
行
い
ま
す
。

屋
外
広
告
物
の

申
請
等
窓
口
が

変
わ
り
ま
す

4
月
1
日
か
ら

施　設 室 使用料（1時間当たり）

森林文化ホール

ホール 900円
林業情報ルーム 200円
モデルルーム 600円
木工体験室 300円

林 業 振 興 施 設

問い合わせ・申し込み

甲賀農村環境改善センター〔（財）甲賀創健文化振興事業団〕	 ☎ 88-2190　  88-3119
甲南農村環境改善センター〔甲南情報交流センター〕	 ☎ 86-8118　  86-8119
土山開発センター・やまびこドーム〔土山支所〕	 ☎ 66-1101　  66-1564
信楽開発センター〔信楽中央公民館〕	 ☎ 82-8075　  82-2463
森林文化ホール〔（財）あいの土山文化体育振興会〕	 ☎ 66-1602　  66-1603
林業交流センター・グリーンドーム・上野ドーム〔甲賀支所〕	 ☎ 88-4101　  88-3104

4月1日から次のとおり施設の使用料が変更となります。

施　設 室 使用料（1時間当たり）
やまびこドーム・
グリーンドーム

競技場 300円
照明 300円

林業交流センター 木工体験室・和室 200円

上野ドーム 競技場（2面） 600円
照明（2面） 600円

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課　

都
市
計
画
担
当

☎
6
5
‐
0
7
1
9

 

6
3
-4
6
0
1

林業振興課　☎ 65‐0715　  63‐4592問い合わせ
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※
入
場
無
料

 

県
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー　

総
務
管
理
課

☎ 

0
7
7
ー
5
8
2
ー
5
0
3
1

 

0
7
7
ー
5
8
2
ー
5
4
2
6

第
15
回
人
権
教
育
連
続
セ
ミ
ナ
ー

日
時　
３
月
13
日︵
土
︶14
時
～
15
時
30
分

場
所　
か
え
で
会
館

内
容　
講
演
﹁
わ
た
し
の
人
生
を
ふ
り

か
え
っ
て
﹂
岡お
か

本も
と

冨ふ

志じ

栄え

さ
ん
︵
西
教

育
集
会
所
︶

※�

参
加
無
料
﹆
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

あ
り
。

 

人
権
推
進
課　

☎ 

６
５
ー
0
6
9
3　

 

６
３
ー
4
5
8
2

税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談

日
時　
３
月
17
日︵
水
︶

13
時
30
分
～
16
時
30
分︵
受
付
16
時
ま
で
︶

場
所　
︵
社
︶水
口
納
税
協
会
３
階
会
議
室

定
員　
予
約
制
で
先
着
６
名
︵
１
人
約

30
分
︶

※
相
談
無
料

 
 

水
口
納
税
協
会

☎ 

６
２
ー
1
1
5
1　

 

６
３
ー
0
1
7
3

弁
理
士
に
よ
る
知
的
財
産
権

（
特
許
･
実
用
新
案
･
商
標
等
）

相
談
会

日
時　
３
月
24
日︵
水
︶

13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　
信
楽
町
商
工
会
︵
原
則
予
約
制
︶

お　

知　

ら　

せ

交
通
災
害
共
済
加
入
申
込
取
扱

金
融
機
関
に
つ
い
て

　

　
２
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
度
の
加
入
申

込
を
開
始
し
て
い
ま
す
が
﹆
３
月
１
日
か

ら
左
記
の
取
扱
金
融
機
関
の
名
称
が
変
更

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
変
更
前
】

　
び
わ
こ
銀
行

【
変
更
後
】

　
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行

※�

市
内
の
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
で
の
申
し

込
み
は
﹆
今
ま
で
と
同
様
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。︵
申
し
込
み
は
﹆
市
内
の

金
融
機
関
に
限
り
ま
す
。
取
扱
金
融
機

関
は
﹆
申
込
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。︶

 

生
活
環
境
課

☎ 

６
５
ー
0
6
8
6　

 

６
３
ー
4
5
8
2

老
年
医
療
講
座

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う

～
認
知
症
の
人
と
家
族
の
思
い
～

日
時　
３
月
13
日︵
土
︶　

10
時
～
12
時
30
分
︵
受
付
９
時
～
︶

場
所　
県
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
研
修
所

講
堂

内
容　
講
演
：
﹁
認
知
症
の
義
母
を
看

取
っ
て
﹂︵
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
滋

賀
県
支
部
世
話
人
代
表　

青あ
お
き木
雅ま
さ
こ子
さ

ん
︶
ほ
か

定
員　
１
５
０
名︵
申
込
不
要
・
先
着
順
︶

 
 

水
口
町
商
工
会

☎ 

６
２
ー
１
６
７
６　

 

６
３
ー
１
０
５
２

米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業

が
新
た
に
実
施
さ
れ
ま
す

　

平
成
22
年
産
米
よ
り
﹆
主
食
用
米
の

生
産
目
標
数
量
に
即
し
て
生
産
を
行
っ

た
農
業
者
︵
い
わ
ゆ
る
生
産
調
整
を
行
っ

た
農
業
者
︶
で
事
業
の
加
入
申
請
を
行
っ

た
農
業
者
に
対
し
﹆
交
付
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

　

農
事
︵
農
業
︶
改
良
組
合
員
以
外
の

方
で
事
業
へ
の
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

農
事
︵
農
業
︶
改
良
組
合
へ
は
別
途

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
農
林
水
産
省
H
P

h
ttp
://w

w
w
.m
aff.g

o
.jp
/j/

seisaku/kobetu_hosyo/index.
htm
l

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

農
業
振
興
課　

農
産
係

☎ 

６
５
ー
0
7
1
2　

 

６
３
ー
4
5
9
2

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
労
働

（
雇
用
、
賃
金
、
年
金
等
）
相
談

日
時　
３
月
10
日︵
水
︶14
時
～
16
時

場
所　
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

受
付　
要
予
約
︵
電
話
で
予
約
受
付
︶

※�
労
働
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

 
 

商
工
観
光
課　

☎ 

６
５
ー
0
7
1
0　

 

６
３
ー
4
0
8
7

｢労働相談ダイアル｣  0120-967164（通話料無料）

滋賀県労政能力開発課労政福祉担当　☎ 077-528-3751   077-528-4873問い合わせ

相談時間
月曜〜金曜（平日）	10時〜20時 
月曜〜金曜（祝日）	17時〜20時
土曜・日曜	 10時〜16時

面談での
相談

エルティ932（くさつ） 3階
（草津市大路一丁目1-1）
☎／  077-564-2030

夕方や土曜、日曜も相談できます
労働相談所をご利用ください！

　｢給料を切り下げられた｣｢賃金が払ってもらえない｣「解雇、契約打ち切りを言い
渡された」「就業規則を見直したい」などの相談について専門相談員がアドバイス
を行います。匿名でも相談できます。

「
早
寝
・
早
起
き

・
朝
ご
は
ん
・
あ
い
さ
つ

・
読
書
・
運
動
」

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
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︵
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
︶

 
 

生
活
環
境
課

☎ 

６
５
ー
0
6
8
6　

 

６
３
ー
4
5
8
2

●�

油
日
駅
前
駐
車
場
︵
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
︶�

３
﹆０
０
０
円
／
月

 
 

油
日
駅
を
守
る
会☎ 

８
８
ー
5
8
7
9

●�

甲
南
駅
前
駐
輪
場
︵
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
︶

　
自
転
車　
１
﹆５
０
０
円
／
月

　
原
付　
　
１
﹆８
０
０
円
／
月

 
 

甲
南
駅
前
駐
輪
場☎ 

８
６
ー
0
5
9
0

︵
受
付
時
間
／
６
時
15
分
～
９
時
15
分
﹆

13
時
～
14
時
﹆
18
時
30
分
～
20
時
30
分
︶

2
0
1
0
年
度
日
本
語
教
室

〈
前
期
〉
開
講
・
受
講
者
募
集

期
間　
︿
金
曜
教
室
﹀
３
月
26
日
～
７
月

16
日
︵
４
月
30
日
・
６
月
11
日
を
除
く
︶

︿
土
曜
教
室
﹀３
月
27
日
～
７
月
17
日︵
５

月
１
日
・
６
月
12
日
を
除
く
︶

各
コ
ー
ス
全
15
回

時
間　
19
時
30
分
～
21
時
30
分

場
所　
鹿
深
ホ
ー
ル︵
水
口
中
央
公
民
館
︶

内
容　
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
外
国

籍
の
方
の
た
め
の
日
本
語
教
室

費
用　
受
講
料
６
﹆０
０
０
円
＋
光
熱
費

２
０
０
円
︵
テ
キ
ス
ト
・
訳
本
は
必
要

な
人
の
み
別
途
要
︶

※�
ク
ラ
ス
分
け
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
３
月

７
日︵
日
︶13
時
～
16
時
に
実
施

 
 

甲
賀
市
国
際
交
流
協
会

☎ 
／

 

６
３
ー
8
7
2
8

そ
の
他
材
料
費
等
毎
回
数
百
円

申
込
方
法　
ハ
ガ
キ
に
﹁
体
験
農
場
応

募
﹂
と
明
記
し
﹆
参
加
者
全
員
の
名
前
﹆

年
齢
﹆
住
所
﹆
電
話
番
号
を
記
入
の
上
﹆

左
記
ま
で
。

申
込
締
切　
３
月
31
日︵
水
︶必
着

 
 

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

〒
5
2
8
ー
0
0
5
1
水
口
町
北
内
貴
10

☎ 

６
３
ー
6
7
1
2　

 

６
３
ー
0
4
6
6

青
年
国
際
交
流
事
業
参
加
者
募
集

　

内
閣
府
で
は
﹆
平
成
22
年
度
に
実
施

す
る
国
際
交
流
事
業
︵﹁
国
際
青
年
育
成

交
流
﹂﹁
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交
流
﹂

﹁
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流
﹂﹁
青
年

社
会
活
動
コ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
﹂﹁
世
界
青
年
の
船
﹂﹁
東
南
ア
ジ

ア
青
年
の
船
﹂︶
の
参
加
青
年
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

内
閣
府
政
策
総
括
官
（
共
生
社
会
政

策
担
当
）
付
国
際
企
画
担
当

☎ 

０
３
ー
3
5
8
1
ー
1
1
8
1

滋
賀
県
子
ど
も
・
青
少
年
局

☎ 

0
7
7
ー
5
2
8
ー
3
5
5
7

市
営
駐
車
場
の
利
用
者
募
集

受
付
期
間　
３
月
１
日︵
月
︶～
15
日︵
月
︶

︵
土
・
日
・
祝
を
除
く
９
時
～
17
時
︶

使
用
開
始
日　
４
月
１
日︵
木
︶

●�

甲
賀
駅
南
駐
車
場　
10
区
画
︵
う
ち
軽

自
動
車
４
区
画
︶�

３
﹆０
０
０
円
／
月

※
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

循
環
器
市
民
講
座

日
時　
３
月
20
日︵
土
︶　

10
時
～
12
時
︵
受
付
９
時
30
分
～
︶

場
所　
県
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
研
修
所

講
堂

内
容　
循
環
器
内
科
医
師
に
よ
る
講
演

定
員　
１
５
０
名︵
申
込
不
要
・
先
着
順
︶

※
入
場
無
料

 

県
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー　

総
務
管
理
課

☎ 

0
7
7
ー
5
8
2
ー
5
0
3
1

 

0
7
7
ー
5
8
2
ー
5
4
2
6

募　
　
　
　

集

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森

「
家
族
で
楽
し
む
体
験
農
場
」

参
加
者
募
集

日
時
・
内
容　
４
月
18
日︵
日
︶種
ま
き

５
月
９
日︵
日
︶田
植
え
﹆
そ
の
後
月
１

回
程
度
で
野
菜
の
収
穫
﹆
草
取
り
﹆
稲

刈
り
︵
９
月
︶﹆
餅
つ
き
︵
12
月
︶
な
ど
。

︿
日
曜
日
の
10
時
～
12
時
開
催
﹀

場
所　
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
体
験
農
場

定
員　
25
名
︵
原
則
と
し
て
毎
回
参
加

で
き
る
方
﹆
定
員
を
超
え
る
場
合
は
家

族
ご
と
に
抽
選
︶

対
象　
小
学
校
低
学
年
ぐ
ら
い
か
ら
。

一
緒
に
畑
作
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
方
。
な
お
﹆
収
穫
や
調
理
に
鎌
や
包

丁
な
ど
を
使
用
し
ま
す
。

参
加
費　
家
族
ご
と
に
年
間
５
０
０
円
﹆

あなたの「まなびのチカラ」で地域の生涯学習を
　市民の生涯学習を支援するため平成18年度から設置し
ている「生涯学習支援スタッフネットワーク（教育人材バン
ク）」では新しい支援者・指導者の仲間を募集しています。
　教育人材バンクは皆さんがお持ちの知識や経験、専門的な
技術・技能、長く続けておられる活動を、地域の生涯学習を盛
り上げるために生かしていただこうとするものです。
　登録いただいた方には市内の社会教育施設や学校等を含
むさまざまな場所でご活躍いただきます。あなたの「まなび

のチカラ」を待っている人がきっといます。みんなで「こうか
の学び」をご支援ください。
　登録方法など詳細は、社会教育課または最寄りの公民館に
お問い合わせください。
※�情報は市ホームページからもご覧いただけます。

〜生涯学習支援スタッフネットワーク支援者・指導者募集〜

　　　　　　  社会教育課　生涯学習係
☎ 86-8021　  86-8380
問い合わせ
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土
山
に
春
を
呼
ぶ
・
あ
い
の
土

山
寄
席

　
出
演　
桂
か
つ
ら

南な
ん
こ
う光
・
桂
か
つ
ら

雀じ
ゃ
く

松ま
つ
・
桂
か
つ
ら

吉き
ち

弥や

・

桂か
つ
ら
歌う
た
の
す
け

之
助
・
桂
ち
ょ
う
ば

日
時　
３
月
19
日︵
金
︶

18
時
30
分
開
演

場
所�

あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料　
一
般
前
売
２
﹆５
０
０
円
︵
65

歳
以
上
２
﹆０
０
０
円
︶

 

あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル

☎ 

６
６
ー
1
6
0
2　

 

６
６
ー
1
6
0
3

“
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
グ

ラ
ン
デ
”
コ
ン
サ
ー
ト

～
楽
し
く
、
親
し
み
や
す
い
、
ブ
ラ
ス

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
～

日
時　
３
月
22
日︵
月・祝
︶14
時
開
演

場
所　
あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル

出
演　
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
グ
ラ
ン
デ

入
場
料　
一
般
１
﹆０
０
０
円　
18
歳
以

下
・
65
歳
以
上
５
０
０
円

 

あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル

☎ 

６
６
ー
1
6
0
2　

 

６
６
ー
1
6
0
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　

集
合
・
解
散　
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森

自
然
館
︵
小
雨
決
行
︶

対
象　
小
学
生
以
上
︵
定
員
15
名
︶

持
ち
物　
参
加
費
２
０
０
円
﹆
お
わ
ん
﹆

お
箸
﹆
お
皿

申
込
方
法　
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
住

所
・
年
齢
か
学
年
・
電
話
番
号
を
左
記

ま
で
。

申
込
締
切　
３
月
20
日︵
土
︶

 
 

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎ 

６
３
ー
6
7
1
2　

 

６
３
ー
0
4
6
6

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
を
歩
こ
う

「
早
春
の
水
辺
に
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
」

日
時　

３
月
７
日︵
日
︶14
時
～
︵
１
時

間
程
度
︶

集
合　
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館
前

内
容　
子
ど
も
の
森
園
内
を
職
員
が
案

内
し
ま
す
。

※
事
前
申
込
不
要
。
参
加
費
無
料
。

 

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎ 

６
３
ー
6
7
1
2　

 
６
３
ー
0
4
6
6

夜
空
旅
人
（
天
体
観
望
会
）

冬
空
に
遊
ぶ
動
物
た
ち

日
時　
３
月
13
日︵
土
︶

19
時
30
分
～
21
時
30
分

場
所　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

申
込　
電
話
に
て
左
記
ま
で︵
先
着
25
名
︶

※
天
侯
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
有

 
 

か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎ 

８
８
ー
４
１
０
０　

 

８
８
ー
５
０
５
５

催　
　
　
　
　

し

Jジ

ェ

イ

ウ

ォ

ー

ク

A
Y
W
A
L
K 

Cコ

ン

サ

ー

ト

O
N
C
E
R
T

Tツ

ア

ー

O
U
R
2
0
1
0

日
時　
５
月
23
日︵
日
︶

16
時
30
分
開
演
︵
開
場
16
時
︶

場
所　
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト　
前
売
５
﹆０
０
０
円
﹆
当
日

５
﹆５
０
０
円
︵
全
席
指
定
席
︶

発
売
日
時　
３
月
７
日︵
日
︶10
時
～

前
売
券
販
売
所　

あ
い
こ
う
か
市
民

ホ
ー
ル
﹆
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
﹆
チ
ケ
ッ

ト
ぴ
あ
﹆
イ
ー
プ
ラ
ス
ほ
か

 

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

☎ 

６
２
ー
2
6
2
6　

 

６
２
ー
2
6
2
5

甲
賀
市
文
化
協
会
連
合
会
芸
能
祭

日
時　
３
月
14
日︵
日
︶

12
時
30
分
開
演
︵
12
時
開
場
︶

会
場　
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
︵
入

場
無
料
︶

内
容　
２
０
０
団
体
以
上
が
加
盟
す
る

市
文
化
協
会
連
合
会
か
ら
様
々
な
芸
能

発
表

 

甲
賀
市
文
化
協
会
連
合
会
事
務
局（
文

化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

☎ 

６
２
ー
２
６
２
６　

 

６
２
ー
２
６
２
５

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
し
ぜ
ん
学
習
会

「
野
草
の
料
理
は
い
か
が
？
」

日
時　
３
月
21
日︵
日
︶10
時
～
12
時
30
分

水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
へ
行
こ
う

甲賀市民スタジアム
●
３
月
の
催
し

※時間は変更される場合があるため掲載していません

20・21日（土・日）
甲賀市長杯　少年サッカー交流大会(小学生)

多目的グラウンド

６・７日（土・日）
第40回春季少年野球大会支部予選　(中学生・硬式)

13日（土）
　　　　同上　　予備日　　　　　　(中学生・硬式)

21日（日）
　　　　プロ・アマ交流戦　　　　　(プロ、社会人・硬式）

27・28日（土・日）
第49回近畿春季軟式野球大会県予選(社会人・軟式)

︱  お詫びと訂正 ︱

２月15日号19ページの相談コーナー 3月「人権・よろず相
談」の日程に誤りがありました。お詫びして訂正します。
○正：人権・よろず相談
　　　  1日（月）　甲賀支所１階相談室
　　　  5日（金）　土山開発センター２階談話室
　　　11日（木）　水口社会福祉センター２階身障研修室
　　　12日（金）　信楽開発センター１階会議室Ｆ
　　　16日（火）　甲南庁舎２階団体室
　　　時間／13：30〜16：00

第
５
回
甲
賀
市
美
術
展
覧
会

期
間　
開
催
中
～
３
月
７
日︵
日
︶

会
場　

�

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
﹆碧
水
ホ
ー
ル

　
甲
賀
市
美
術
展
覧
会
実
行
委
員
会

　

�

事
務
局
：
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化
振
興
係

☎ 

６
２
ー
2
6
2
6　

 

６
２
ー
2
6
2
5

問
い
合
わ
せ



『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。

世帯数 （+  1）32,321

総　数 （－54）95,184 人

男 （－35）47,057 人

女 （－19）48,127 人

世帯

H22.1.31現在　※（　）内は前月比

編 集

後 記

このコーナーでは市内の

保育園、幼稚園、小中学校の

児童・生徒が描いた絵を順次

紹介していきます。

こうか

甲賀市の人口の推移

　先月、市内にも本格的に雪が積もりました。雪が積もる
と、雪かきをしたり、自動車の運転に神経を使ったり、そし
て何より寒くて個人的にはあまり好きではありません。取

材を予定していた行事も中止となり、一面の銀世界がかなり恨めしく
感じました。
　そんな中、雪が降るとたくさんの子どもたちが公園で雪遊びをして
いると聞いたことを思い出し、楽しい様子が撮れればと出かけてみま
した。広い公園では、子どもたちの歓声とともにあらゆる雪遊びが繰り
広げられ、寒さ関係なしの子どもたちに圧倒されました。
　この季節しか味わうことができない雪遊びですが、雪が少なくなっ
たといわれる近年、これらの遊びは貴重なものになりつつあり少しか
わいそうです。
　寒さに震えながらの撮影でしたが、子どもたちの本当に楽しそうな
表情を見ていると、もう少し降ってもいいかなという気がしました。ち

福
井　

佑
里
耶
さ
ん

「
世
界
平
和
」

大
原
小
学
校　

６
年

ふ
く
い　
　
　

  

ゆ  

り  

や

清
水　

彩
瑛
さ
ん

「
航
海
」 

し  

み
ず       

さ　

え

水
口
東
中
学
校　

２
年

広報あい こうか
2010年 3月1日号

【No.113】
甲賀市役所
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口6053番地
☎０７４８-６５-０６５０　FAX ０７４８-６３-４５５４

甲南庁舎
甲賀市甲南町野田810番地
〈上下水道部〉
☎０７４８-86-8000　FAX０７４８-86-8032
〈教育委員会〉
☎０７４８-86-8002　FAX０７４８-86-8380
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▲ 親子食育講座で味噌を作る親子（関連記事は１０ページ）
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